
令和６年８月３１日（土）10:00〜12:00 埼玉会館５C

埼玉県こども計画（仮称）に係るテーマについて、グループに分かれて意見
交換

●多様な価値観を持つ、埼玉県在住、在学の若者 19名
（居場所利用者、居場所スタッフ、大学生、青少年相談員、外国人、
障害者の方など）

●進行役（ファシリテーター）
特定非営利活動法人こども哲学・おとな哲学アーダコーダ
代表 角田 将太郎 氏 ほか

●事務局 埼玉県青少年課

埼玉県こども計画（仮称）についてのディスカッション

参加者

日時・場所

内 容

　資料2-3　



ディスカッションテーマ
こども計画（仮称）の各施策（案）に合わせて、ディスカッションテーマを下記のとおり設定し、参加者に、希望する
テーマを事前にアンケート。アンケートの結果を参考に、グループ分けと各グループのテーマを選定した。

テーマ分類
①意見の反映

②居場所

③医療の充実

④困難な状況にあるこども・若者への支援

⑤児童虐待防止

⑥こども・若者の自殺対策

⑦こども・若者にやさしい社会づくり

⑧結婚、出産

⑨子育て支援

⑩未来を切り拓く若者の応援

⑪こども・若者の成長を支える人材

⑫ワークライフバランス、働き方改革

こども大綱が目指す「こどもまんなか社会」についてどのように思いますか︖
こども・若者にとって安全・安心なまちとはどんなところだと思いますか︖

子育てについてどんなイメージがありますか︖
埼玉県は子育てがしやすいところだと思いますか︖
現在の仕事をどうして選んだのですか︖将来への期待を持って目指している職業はありますか︖
希望の仕事に就くために、どのようなことが必要だと思いますか︖
これまで、地域や学校などで、家族以外に頼れる大人はいましたか︖
信頼できる大人になるためには、どうしたらよいと思いますか︖
どのような働き方が理想ですか︖
性別にかかわらず仕事も子育ても楽しめるために、どんなことが必要だと思いますか︖

テーマ
こども・若者の意見が十分に聴かれ、社会の一員であると感じられていますか︖
こどもや若者が安心して気軽に意見を述べるために、どんな方法がいいと思いますか︖
自分らしくいられる居場所がありますか︖　そこはどんな居場所ですか︖
「居たい」「行きたい」「やってみたい」と思える居場所を作るためにどのようなことが大切ですか︖
これまで医療サービスについて困ったことはありますか︖
今後の医療サービスに期待することは何ですか︖
生きづらいこども・若者がSOSを発信できる社会だと思いますか︖
生きづらいこども・若者を社会全体で支えるために、どのようなことが必要だと思いますか︖

結婚についてどう思いますか︖
出産についてどう思いますか︖

これまで生きづらさを感じたことがありますか︖その時、どんなことが支えになりましたか︖
自殺を考えているこども・若者がSOSを出しやすくなるために、どのようなことが必要だと思いますか︖

地域でこどもを虐待から守るために、どのようなことが必要だと思いますか︖
虐待を受けたこども・若者のケアや支援のために、どのようなことが必要だと思いますか︖


